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観光で応援
地域の振興，地域との交流

観光4時間コース
Sta
rt

　真言宗智山派の寺院・最勝院の境内に
立つ，高さ31.2m
の五層の建造物
です。津軽統一
の際に戦乱で亡
くなった人 を々供
養するため，弘前
藩3代の津軽信
義が建立したと
されており，国指
定重要文化財に
なっています。

「東北一の美塔」と
たたえられる五重塔

最勝院五重塔

　高さ10m，幅8mの超大型ねぷたをはじめ，
大小さまざまなねぷたや津軽の民工芸品が
展示されている観光施設です。津軽三味線
演奏などの各種体験コーナーに加え，県内
の特産品・お土産品などを販売するショッピ
ングエリアもあります。

津軽の魅力をまるごと体験

津軽藩ねぷた村

　市制100周年を
記念し，1990（平成
2）年に建設されま
した。敷地内には，市立観光館をはじめ山車展示館，市立図書
館，郷土文学館，旧市立図書館などが立ち並び，弘前市の観
光・文化の拠点として親しまれています。

弘前の観光と
文化の拠点

追手門広場

　りんごの名産地として有名な弘前市は，古く
からコーヒーの文化が育まれた地域でもあり
ました。江戸時代後期,幕命で現在の北海道
宗谷岬の警備に赴いた弘前藩士が薬として
コーヒーを飲んでいたとの記録もあり，当時の
「藩士の珈琲」を提供するお店のガイドマップ
も作られています。訪れた際には，歴史と趣のあ
る一杯を探してみるのはいかがでしょう。

お帰りの際には…

　弘前藩2代・津軽信枚（のぶ
ひら）が1611（慶長15）年に築
城しました。1811（文化8）年に
再建された天守閣は，本丸側
と堀側の意匠が異なる珍しい
形式で，現存する櫓3棟，城門5
棟とともに，国の重要文化財に
指定されています。周辺の城
跡は公園として開放されてお
り、桜の名所としても有名です。

藩政時代の
栄華を今に伝える

弘前城

徒歩で10分
約0.6km

徒歩で14分
約0.8km

車で3分
約1.2km

※掲載写真はすべてイメージです。

所要時間
約45分

所要時間
約60分

所要時間
約60分

所要時間
約45分
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今回は，世界遺産白神山地の玄関口，

青森県の南西部に位置し，津軽地方の

中心都市として発展を続ける弘前市の

観光モデルコースを紹介します！
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特集再起

　東日本大震災から２年。
　東日本大震災による広範な被害を受けた当社設備の中で，最も甚大な被害を受けたのが原町火
力発電所でした。
　原町火力発電所の復旧工事は，損壊した機器の撤去を行いながら，1・2号機同時並行で進めていく
というこれまで経験したことのない困難を極めたものでした。しかし，昼夜2交替による24時間体制での
作業，機器搬入や据付方法の効率化をはじめとする最大限の努力と工夫の結果，当初平成25年夏前
としていた復旧計画を大幅に前倒しし，昨年11月3日に2号機が試運転による発電を再開しました。
　また，1号機についても，今年1月28日に試運転による発電を再開し，翌29日には1・2号機の合計出力
が定格出力の200万kWに到達しました。
　今回は「不屈と前進」を合言葉に，所員ならびに関係者が一丸となり,「チーム原町」として再起を成
し遂げた原町火力発電所復旧の歩みをお伝えします。

－原町火力発電所 復旧の歩み－
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撤去工事中航空写真（平成24年2月撮影）

6ページにパノラマ写真で
復旧の推移を掲載

貯炭場

ベルトコンベア（受入側）

揚炭桟橋

排水処理設備

石炭灰貯槽

2号ボイラ建屋

タービン建屋（2号機側）

1・2号循環水ポンプ

取水口

1・2号各種変圧器

タービン建屋（1号機側）

事務本館

水タンク

開閉所

給水処理設備

1号ボイラ建屋

1号電気集塵器

6

4

5

灰処理設備

ベルトコンベア
（払出側）

軽油タンク，
燃料ポンプ室
移設エリア

煙道，脱硫設備など

3

7

2

1
1

2号電気集塵器

特 集

●石炭払出ベルトコンベア，電気集塵器

●油タンク

特 集設備復旧の推移

被災状況 （平成23年4月13日）

被災状況 （平成23年3月12日）

撤去状況 （平成24年2月15日）

撤去状況 （平成23年12月20日）

復旧状況 （平成25年2月13日）

設置場所を高台に変更し復旧 （平成25年2月13日）

1

2
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●起動変圧器

●揚炭機（No.3,No.4）

●灰処理装置付近

●水タンク

●排水処理槽付近

特 集

被災状況 （平成23年3月13日）

被災状況 （平成23年3月12日）

被災状況 （平成23年3月12日）

被災状況 （平成23年3月13日）

被災状況 （平成23年4月1日）
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撤去状況 （平成24年2月22日）

撤去状況 （平成24年1月17日）

撤去状況 （平成24年2月16日）

復旧状況 （平成25年2月13日）

復旧状況 （平成25年2月13日）

復旧状況 （平成25年2月13日）

復旧状況 （平成25年2月13日）

復旧状況 （平成25年2月13日）

6

4

3

7

5

02 2013.03

bridge03[02-11].indd   2 13.3.15   9:15:00 PM



平
成
２３
年

3
月
　
東
日
本
大
震
災
発
生

         

1
号
機
／
出
力
１
０
０
万
ｋＷ
で
運
転
中

　      

↓
手
動
停
止

         

2
号
機
／
ボ
イ
ラ
点
検
の
た
め

    

　
　
運
転
停
止
中

４
月
　
貯
炭
バ
ン
カ
ー
か
ら
の
石
炭
抜
き
出
し

        （
発
熱
防
止
）①

　
　
　
構
内
流
出
重
油
の
処
理
②

６
月
　
起
重
機
船
に
よ
る
湾
内
支
障
物
撤
去
③

　
　
　
配
管
ラ
ッ
ク
撤
去
開
始

　
　
　
薬
品
タ
ン
ク
撤
去
④

　
　
　
２
号
機
誘
引
通
風
機
詳
細
調
査
⑤

　
　
　
復
旧
工
事
用
電
源
設
置（
高
圧
受
電
盤
）⑥

７
月
　
１
号
機
蒸
気
タ
ー
ビ
ン
分
解
点
検
⑦

　
　
　
残
炭
移
送
処
理

　
　
　（
自
然
発
火
対
策
、相
馬
共
同
火
力
発
電（
株
）

　
　
　
新
地
発
電
所
へ
）⑧

８
月
　
ろ
過
水
タ
ン
ク
撤
去
開
始

９
月
　
液
状
化
対
策
工
事
⑨

１１
月
　
１
号
機
電
気
集
塵
器
撤
去
⑩

　
　
　
№
２
揚
炭
機
撤
去
⑪

　
　
　
工
業
用
水
受
電
⑫

１２
月
　
総
合
排
水
処
理
設
備
撤
去
⑬

平
成
２４
年

１
月
　
２
号
機
主
要
変
圧
器
解
体・鉄
芯
撤
去
⑭

　
　
　
１
号
機
電
気
集
塵
器
組
み
立
て
開
始

２
月
　
灰
船
積
貯
槽
か
ら
の
灰
出
し
作
業
開
始

　
　
　
2
号
機
電
気
集
塵
器
組
み
立
て
開
始

３
月
　
当
直
員
研
修
開
始
⑮

４
月
　
取
放
水
管
復
旧
工
事
⑯

５
月
　
２
号
機
タ
ー
ビ
ン
定
期
事
業
者
検
査
⑰

６
月
　
２
号
機
ボ
イ
ラ
炉
内
修
繕
⑱

　
　
　
座
礁
船
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ｏ
Ｕ
Ｍ
Ａ
か
ら
の

         

石
炭
荷
揚
げ
⑲

　
　
　
２
７
５
ｋＶ
原
町
火
力
線
か
ら
の
受
電
⑳

８
月
　
１
号
機
ボ
イ
ラ
定
期
事
業
者
検
査
㉑

　
　
　
ガ
ッ
ト
船
に
よ
る
新
規
炭
荷
揚
げ
㉒

　
　
　
１・２
号
機
循
環
水
ポ
ン
プ
試
運
転
㉓

　
　
　
２
号
機
主
要
変
圧
器
搬
入
㉔

　
　
　

復
旧
へ
の
歩
み

掲
載
写
真
は
、
以
下
の
年
表
の

月
に
撮
影
さ
れ
た
も
の
で
す

12

345

15

1618

21

23

19

17

22

24 20

6

9

12

78

1011

1314

特 集

032013.03

bridge03[02-11].indd   3 13.3.15   9:15:04 PM



平
成
２３
年

3
月
　
東
日
本
大
震
災
発
生

         

1
号
機
／
出
力
１
０
０
万
ｋＷ
で
運
転
中

　      

↓
手
動
停
止

         

2
号
機
／
ボ
イ
ラ
点
検
の
た
め

    

　
　
運
転
停
止
中

４
月
　
貯
炭
バ
ン
カ
ー
か
ら
の
石
炭
抜
き
出
し

        （
発
熱
防
止
）①

　
　
　
構
内
流
出
重
油
の
処
理
②

６
月
　
起
重
機
船
に
よ
る
湾
内
支
障
物
撤
去
③

　
　
　
配
管
ラ
ッ
ク
撤
去
開
始

　
　
　
薬
品
タ
ン
ク
撤
去
④

　
　
　
２
号
機
誘
引
通
風
機
詳
細
調
査
⑤

　
　
　
復
旧
工
事
用
電
源
設
置（
高
圧
受
電
盤
）⑥

７
月
　
１
号
機
蒸
気
タ
ー
ビ
ン
分
解
点
検
⑦

　
　
　
残
炭
移
送
処
理

　
　
　（
自
然
発
火
対
策
、相
馬
共
同
火
力
発
電（
株
）

　
　
　
新
地
発
電
所
へ
）⑧

９
月
　
液
状
化
対
策
工
事
⑨

１１
月
　
１
号
機
電
気
集
塵
器
撤
去
⑩

　
　
　
№
２
揚
炭
機
撤
去
⑪

　
　
　
工
業
用
水
受
水
⑫

１２
月
　
総
合
排
水
処
理
設
備
撤
去
⑬

平
成
２４
年

１
月
　
２
号
機
主
要
変
圧
器
解
体・鉄
芯
撤
去
⑭

　
　
　
１
号
機
電
気
集
塵
器
組
み
立
て
開
始

２
月
　
石
炭
灰
船
積
貯
槽
か
ら
の
灰
出
し
作
業
開
始

　
　
　
2
号
機
電
気
集
塵
器
組
み
立
て
開
始

３
月
　
当
直
員
研
修
開
始
⑮

４
月
　
取
放
水
管
復
旧
工
事
⑯

５
月
　
２
号
機
タ
ー
ビ
ン
定
期
事
業
者
検
査
⑰

６
月
　
２
号
機
ボ
イ
ラ
炉
内
修
繕
⑱

　
　
　
座
礁
船
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ｏ
Ｕ
Ｍ
Ａ
か
ら
の

         

石
炭
荷
揚
げ
⑲

　
　
　
２
７
５
ｋＶ
原
町
火
力
線
か
ら
の
受
電
⑳

８
月
　
１
号
機
ボ
イ
ラ
定
期
事
業
者
検
査
㉑

　
　
　
ガ
ッ
ト
船
に
よ
る
新
規
炭
荷
揚
げ
㉒

　
　
　
１・２
号
機
循
環
水
ポ
ン
プ
試
運
転
㉓

　
　
　
２
号
機
主
要
変
圧
器
搬
入
㉔

　
　
　

復
旧
へ
の
歩
み

掲
載
写
真
は
、
以
下
の
年
表
の

月
に
撮
影
さ
れ
た
も
の
で
す

12

345

15

1618

21

23

19

17

22

24 20

6

9

12

78

1011

1314

特 集

04 2013.03

bridge03[02-11].indd   4 13.3.18   1:03:03 PM



８
月
　
１
号
機
発
電
機
ロ
ー
タ
ー
挿
入
㉕

　
　
　
１
号
機
ボ
イ
ラ
給
水
ポ
ン
プ
組
み
立
て
㉖

　
　
　
１
号
機
放
水
路
点
検
㉗

９
月
　
１
号
機
炉
内
点
検
㉘

１０
月
　
１
号
機
低
圧
タ
ー
ビ
ン
ケ
ー
シ
ン
グ

　
　
　
組
み
立
て
㉙

　
　
　
№
４
揚
炭
機
据
付
㉚

　
　
　
１
号
機
ボ
イ
ラ
化
学
洗
浄

　
　
　
２
号
機
ボ
イ
ラ
点
火﹇
２９
日
﹈㉛

　
　
　
2
号
機
タ
ー
ビ
ン
通
気[

31
日]

１１
月
　
２
号
機
試
運
転
に
よ
る
発
電
再
開﹇
３
日
﹈32

　
　
　
２
号
機
発
電
出
力
１
０
０
万
ｋＷ
達
成﹇
１２
日
﹈

　
　
　
石
炭
外
航
船
原
町
丸
が
震
災
後
初
入
港
33

12
月
　
平
成
24
年
度
社
長
表
彰
受
賞[

25
日]

平
成
２５
年

１
月
　
１
号
機
ボ
イ
ラ
点
火﹇
２６
日
﹈34

　
　
　
１
号
機
タ
ー
ビ
ン
通
気﹇
２７
日
﹈

　
　
　
１
号
機
試
運
転
に
よ
る
発
電
再
開﹇
２８
日
﹈

　
　
　
１
号
機
発
電
出
力
１
０
０
万
ｋＷ
達
成
、

　
　
　
１・２
号
機
合
計
出
力
が
定
格
出
力
の

　
　
　
２
０
０
万
ｋＷ
に
到
達﹇
２９
日
﹈35

2526
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2829

32

34

35

31

33
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８
月
　
１
号
機
発
電
機
ロ
ー
タ
ー
挿
入
㉕

　
　
　
１
号
機
ボ
イ
ラ
給
水
ポ
ン
プ
組
み
立
て
㉖

　
　
　
１
号
機
放
水
路
点
検
㉗

９
月
　
１
号
機
炉
内
点
検
㉘

１０
月
　
１
号
機
低
圧
タ
ー
ビ
ン
ケ
ー
シ
ン
グ

　
　
　
組
み
立
て
㉙

　
　
　
№
４
揚
炭
機
据
付
㉚

　
　
　
１
号
機
ボ
イ
ラ
化
学
洗
浄

　
　
　
２
号
機
ボ
イ
ラ
点
火﹇
２９
日
﹈㉛

　
　
　
2
号
機
タ
ー
ビ
ン
通
気[

31
日]

１１
月
　
２
号
機
試
運
転
に
よ
る
発
電
再
開﹇
３
日
﹈32

　
　
　
２
号
機
発
電
出
力
１
０
０
万
ｋＷ
達
成﹇
１２
日
﹈

　
　
　
石
炭
船
原
町
丸
　
震
災
後
初
入
港
33

12
月
　
平
成
24
年
度
社
長
表
彰
受
賞[

25
日]

平
成
２５
年

１
月
　
１
号
機
ボ
イ
ラ
点
火﹇
２６
日
﹈34

　
　
　
１
号
機
タ
ー
ビ
ン
通
気﹇
２７
日
﹈

　
　
　
１
号
機
試
運
転
に
よ
る
発
電
再
開﹇
２８
日
﹈

　
　
　
１
号
機
発
電
出
力
１
０
０
万
ｋＷ
達
成
、

　
　
　
原
町
火
力
発
電
所

　
　
　
定
格
出
力
２
０
０
万
ｋＷ
到
達﹇
２９
日
﹈35

2526
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2829

32

34

35
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33

30

特 集 パノラマ写真で見る復旧への歩み
平成23年3月12日

平成23年7月15日

平成24年1月4日

平成24年5月29日

平成24年7月31日

平成25年2月13日
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特 集

　燃料担当となった直後に被災しました。そのため，震災後は一時的に鹿
島寮の隣接地に建設したプレハブの仮設事務所への移転，仮設事務所
から復旧した事務本館への移転，移転に伴う通信回線（NTT，保安電話，
WING）復旧，備品・準備品類の手配など，担当業務である燃料関係業務以
外にも多く携わり，執務環境の改善などに努めました。
　また，燃料関係では，石炭の温度上昇対策，座礁船「SHIROUMA」の残
炭搬出・船体撤去，埠頭保安規程の申請などを経て，昨年11月19日に震災
後初めて石炭外航船「原町丸」を迎え入れたことが印象に残っています。
　燃料担当になって間もなく被災し，その後は事務所移設や通信業務にも
携わってきたため，通常の燃料業務のイメージが湧かないというのが，今の正
直な気持ちです。しかし，復旧工事が一段落しつつある現在の課題として，石
炭船からの荷揚げ中に被災した場合の対応要領を策定する必要がありま
す。今回の経験を生かし,地震・津波規模，発生時間に応じた支援体制の整
備,明確な判断,的確な対応に資する要領の検討を進めていきます。

　震災直後の発電所の状況を振り返ると，「復旧なんてできるのか。いった
い何年かかるのか」と思いつつ，構内に飛散した重油処理や事務本館の後
片付けから手を付け始めたことを思い出します。
　また，アンモニアタンクの残液が配管などの腐食により流出する懸念が
あったことから，早期に抜き取る必要がありました。その手法については，法令
に関わることから自治体当局と打ち合わせを重ねながら対応しましたが，初め
ての経験でいろいろと苦慮したことが印象に残っている業務の一つです。
　発電環境グループでは，各設備の工事・点検完了に合わせて各設備や
系統を復旧していくことが主要業務です。工程の前倒しに対応するために，
事前に系統・操作内容の確認をすることで，確認漏れや操作ミスによる工程
の遅れを発生させないよう取り組みました。
　設備の撤去・据付，初受電，2号機並列，1号機並列，200万kW達成と，2
年もかからずに復旧工事を成し遂げたことに，工事に携わった一人一人の力
の凄さを感じました。
　今後も，重要電源である原町火力発電所の安定運転，電力の安定供給
を果たしていくため，運転操作の基本ルールの徹底による誤操作防止や巡
視・監視業務の強化によるトラブルの未然防止に努め，営業運転開始を目
指していきたいと考えています。

総務グループ

鈴木 次夫さん

発電環境グループ

犬童 敏之発電主任 

担当業務以外にも携わり，復旧工事を支えた

復旧工事を成し遂げたことに一人一人の力の凄さを感じた

ー復旧と安定供給への思いー
発電再開へ心一つに

1号機並列安全祈願の様子
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特 集

　私が所属する運営企画グループは，中期計画の策定など発電所の運営
戦略の立案などを行っています。それに加え，震災後は被災・復旧工事に関
する記録や，地域の方々へ復旧状況をお伝えするための広報活動なども
行っており，私は毎週工事の進捗状況を社内報告している「原町火力発電
所業務実施状況」の作成，地域や行政などの方々へ広く原町火力の状況
をお伝えするための広報誌「原町火力だより」作成などに携わってきました。
　今回のような大規模な復旧工事は，当社として前例のないものです。この
ため，現場に出る際は必ずカメラを持ち歩くようにし，復旧工事の様子を記録
してきました。中には建設時や今回の復旧工事でしか見られないものもあり，
今後，技術継承のための貴重な資料になると思いますので，整理を進めてい
きたいと考えています。
　1号機,2号機とも試運転を開始し，今後は確かな供給力として安定運転
を継続していくことが責務となってきます。私の業務は直接運転・保守に関
わるものではありませんが，他所設備トラブルの所内周知・水平展開や研究
開発の積極的な推進など，自分の業務をしっかりと行うことを通して，安定運
転や保安の向上に貢献していきたいです。

　私は，1号機ボイラ本体，通風機，配管ラック，所内ボイラ他の復旧工事を
担当しました。
　復旧工事に当たっては，メーカー，関連会社との日々のミーティングを実施
するとともに，問題が発生した場合は，一人で悩まず，みんなで知恵を出し合い
検討するよう心掛け，情報を共有化して復旧工事の前倒しに向けた工程管
理を行いました。
　1号機ボイラに約1年10カ月ぶりに点火し，ボイラののぞき窓からバーナに
火がついたのを確認した瞬間，いままでの苦労が吹っ飛び，感極まりました。
現場にいたメーカー，関連会社の皆さんと点火を記念して握手をしたことを鮮
明に覚えています。
　今後，原町火力発電所の位置付けはベース電源になりますので，安定供
給，安定運転のため，マイプラント意識を持ち，設備トラブルによるプラント停止
ゼロを目標にボイラ設備の保守業務に取り組んでいきます。また，復旧工事
を通じて，保修方法などを検討する際には「できない理由を考えるのではなく，
どうすればできるか」を考えるとともに，1案ではなく複数案考えることで，工期，
コスト低減などを含めた検討を行うようになったことを今後の業務にも反映し
ていきたいと考えています。

　震災後の平成23年12月の臨時異動で原町火力発電所勤務となりまし
た。当時は発電所構内のがれき処理はだいぶ進んでいたものの，まだまだ震
災の爪跡が生 し々い状況でした。自然の猛威をあらためて実感するとともに，
その後の作業で復旧が日に日に進んでいくのを目の当たりにし，人間の力強
さも感じました。
　1・2号機が試運転による発電を開始したことで，発電所全体としては復旧
工事が終息に向かいつつあります。しかし，われわれ土木グループとしては，
構内周囲柵や緑化施設，道路施設復旧などの構内整備を含めた復旧工事
がまだまだ継続している状況です。また，本来の業務である石炭灰の処理に
関わる業務も本格化していることから，発電所の完全復旧と安定した運転に
向け，まだまだ気が抜けない状況です。
　私は，平成20年の岩手・宮城内陸地震から被災した設備の復旧に携
わってきました。その経験からすると,自然災害はいつ起こるか分かりません
が，今後起こらないことを切に願いつつ，原町火力発電所の完全復旧に向
け，引き続き取り組んでいきます。

運営企画グループ

矢田部 亮さん

土木グループ

小山田 徹さん

技術グループ

佐藤 昌記さん

復旧工事に関わる貴重な資料を技術継承のために整備していく

できない理由を考えるのではなく，どうすればできるのかを考えた

原町火力発電所の完全復旧に向けて今後も全力を尽くす

ー復旧と安定供給への思いー
発電再開へ心一つに
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マ
ン
ス
リ
ー
ニ
ュ
ー
ス

業
」「
復
興
住
宅
提
案
事
業
を
通

じ
た
被
災
地
復
興
へ
の
支
援
策
」

「
電
力
シ
ス
テ
ム
改
革
を
見
据
え

た
電
源
構
成
の
見
直
し
に
よ
る
収

支
改
善
策
の
提
案
」「
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
へ
特
化
し
た
事

業
戦
略
」の
四
つ
で
あ
り
、現
在
当

社
が
直
面
す
る
危
機
を
乗
り
越
え

る
た
め
に
検
討
し
た
も
の
で
す
。

　

発
表
後
は
、
安
孫
子
総
合
研
修

セ
ン
タ
ー
所
長
か
ら
、「
全
て
の

テ
ー
マ
が
戦
略
的
・
革
新
的
な
も

の
で
、
課
題
へ
の
多
面
的
な
ア
プ

ロ
ー
チ
分
析
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
や
フ
ィ
ー
ル
ド

調
査
な
ど
も
行
い
、
時
間
と
手
間

を
か
け
て
し
っ
か
り
ま
と
め
ら
れ

て
お
り
、
素
晴
ら
し
い
発
表
だ
っ

た
」
と
講
評
が
あ
り
ま
し
た
。

　

発
表
会
を
終
え
た
受
講
者
か
ら

は
、「
他
部
門
の
方
の
発
想
や
経

験
談
に
は
、
非
常
に
感
銘
を
受
け

た
内
容
も
あ
り
、
自
分
の
発
想
の

参
考
に
な
っ
た
」「
こ
れ
ま
で
顔
も

名
前
も
知
ら
な
か
っ
た
者
が
、
部

門
横
断
的
な
課
題
へ
の
対
応
を
通

し
て
同
志
に
な
る
こ
と
が
で
き
た
」

と
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
度
も
「
複
雑
か
つ
多

岐
に
わ
た
る
経
営
課
題
に
挑
戦
・

適
応
す
る
人
材
の
育
成
」
に
向
け

て
、
引
き
続
き
本
研
修
を
実
施
す

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

12
日
間
）
に
わ
た
り
集
合
研
修
な

ど
を
受
講
し
ま
し
た
。
研
修
の
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、「
変
革
を
効
果

的
に
主
導
す
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

の
原
則
と
ス
キ
ル
の
習
得
」や「
市

場
発
想
、
顧
客
起
点
か
ら
変
革
戦

略
を
立
案
す
る
能
力
の
強
化
」
に

加
え
、「
自
ら
の
本
気
・
覚
悟
を

効
果
的
に
伝
え
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
能
力
の
向
上
」
を
織
り
込

ん
だ
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

発
表
会
で
は
、
受
講
者
が
4
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
、「
東
北
電
力

の
変
革
ビ
ジ
ョ
ン
と
戦
略
課
題
」

を
大
テ
ー
マ
と
し
て
、
本
研
修
を

通
じ
て
習
得
し
た
知
識
や
ス
キ
ル

を
生
か
し
な
が
ら
、
ヒ
ア
リ
ン
グ

や
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
を
行
い
作
成

し
た
レ
ポ
ー
ト
を
発
表
し
ま
し

た
。発
表
テ
ー
マ
は
、「
遊
休
地
を

活
用
し
た
小
規
模
太
陽
光
発
電
事

　

2
月
8
日
、
本
店
で
平
成
24
年

度「
革
新
リ
ー
ダ
ー
研
修
」レ
ポ
ー

ト
発
表
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

革
新
リ
ー
ダ
ー
研
修
は
、
電
力

自
由
化
の
急
速
な
進
展
や
競
争
が

激
化
す
る
経
営
環
境
へ
の
対
応
能

力
を
有
し
た
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を

目
的
と
し
て
、
平
成
15
年
度
か
ら

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、「
部
門
の
中
核
者

と
し
て
の
役
割
発
揮
に
向
け
て
必

要
な
意
識
の
醸
成
と
能
力
の
強

化
」「
課
題
解
決
の
プ
ロ
セ
ス
で

必
要
と
さ
れ
る
知
識
や
ビ
ジ
ネ
ス

ス
キ
ル
の
習
得
」
お
よ
び
「
部
門

横
断
的
な
課
題
に
対
応
し
て
い
く

た
め
の
受
講
者
同
士
の
人
的
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
強
化
」
を
目
的
と
し

て
、
各
部
門
の
一
般
管
理
職
お
よ

び
専
門
指
導
職
22
人
が
、
10
月
か

ら
2
月
に
か
け
て
計
5
回
（
延
べ

プレゼンテーションの様子（上），講評
をする安孫子所長（下）

に
大
き
く
寄
与
し
た
」
と
謝
意
を

表
し
ま
し
た
。

　

原
町
火
力
発
電
所
は
、
今
後
、

各
種
試
験
、
燃
料
調
整
な
ど
を
実

施
し
、
営
業
運
転
再
開
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
と
な
り
、

営
業
運
転
の
再
開
時
期
に
つ
い
て

は
、
2
号
機
が
平
成
25
年
3
月
末

を
予
定
し
て
い
ま
す
。　

　

ま
た
、
1
号
機
に
つ
い
て
は
、

ボ
イ
ラ
内
よ
り
異
音
が
確
認
さ
れ

た
こ
と
か
ら
、
2
月
18
日
に
発
電

を
停
止
し
て
調
査
し
た
と
こ
ろ
、

ボ
イ
ラ
内
部
の
蒸
気
管
に
損
傷
が

あ
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。
そ

の
た
め
、
当
該
配
管
を
修
理
し
、

3
月
6
日
に
発
電
を
再
開
し
ま
し

た
。
1
号
機
の
営
業
運
転
再
開
に

関
し
て
は
、
今
後
の
試
運
転
状
況

を
踏
ま
え
な
が
ら
精
査
し
て
い
く

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

2
月
5
日
、
海
輪
社
長
と
佐
久

間
常
務
は
原
町
火
力
発
電
所
を
訪

問
し
、
復
旧
状
況
の
視
察
と
と
も

に
、
発
電
所
早
期
復
旧
に
よ
る
社

長
表
彰
受
賞
を
た
た
え
ま
し
た
。

ま
た
、
1
・
2
号
機
合
計
出
力

2
0
0
万
kW
到
達
に
対
し
、
所
員

お
よ
び
各
メ
ー
カ
ー
、
関
係
会
社

に
御
礼
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

海
輪
社
長
は
「
当
初
、
今
年
の

夏
前
ま
で
の
運
転
再
開
を
目
標
と

し
て
い
た
が
、
関
係
者
の
多
大
な

努
力
に
よ
り
大
幅
な
工
期
短
縮
に

て
発
電
所
を
早
期
復
旧
し
、
当
社

の
供
給
力
確
保
お
よ
び
収
支
改
善原町火力発電所の定格出力200万kW到達を祝う海輪社長（左から

2人目）と樋口所長（左端）ら関係者

訓示する佐久間常務

092013.03

「
革
新
リ
ー
ダ
ー
研
修
」レ
ポ
ー
ト
発
表
会
を
開
催

海
輪
社
長

原
町
火
力
発
電
所
を

訪
問
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プ
）、
大
容
量
電
源
装
置
な
ど
を

案
内
し
ま
し
た
。

　

視
察
後
、
ス
ト
リ
ッ
カ
ー
議
長

か
ら
は
「
視
察
を
通
じ
て
、
女
川

原
子
力
発
電
所
の
安
全
に
対
す
る

考
え
方
、
お
よ
び
震
災
時
の
明
確

な
判
断
は
、
組
織
が
素
晴
ら
し
い

結
果
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
学
ん

だ
。
ま
た
、
発
電
所
が
行
っ
て
い

る
さ
ら
な
る
安
全
向
上
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
も
確
認
で
き
た
。
震

災
時
に
、
家
族
の
安
否
も
分
か
ら

な
い
中
、
そ
れ
ぞ
れ
最
大
限
の
力

を
尽
く
し
、
勇
敢
に
業
務
に
従
事

し
た
皆
さ
ん
に
敬
意
を
表

し
た
い
。
世
界
は
皆
さ
ん

を
は
じ
め
、
わ
れ
わ
れ
原

子
力
関
係
者
が
何
を
行
う

か
に
注
目
し
て
お
り
、
私

た
ち
は
そ
れ
に
応
え
る
と

い
う
重
要
な
責
務
が
あ

る
」
な
ど
の
訓
話
を
頂
戴

し
ま
し
た
。

　

な
お
、
ス
ト
リ
ッ
カ
ー

議
長
は
、
女
川
原
子
力
発

電
所
視
察
後
の
2
月
28
日

付
で
同
議
長
を
退
任
し
て

い
ま
す
。

当
社
も
設
立
以
来
、
会
員
と
し
て

参
加
・
協
力
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
視
察
は
、
昨
年
6
月
に

当
社
が
フ
ラ
ン
ス
電
力
公
社
本
社

で
女
川
原
子
力
発
電
所
の
震
災
対

応
と
安
全
対
策
に
つ
い
て
紹
介
し

た
際
、
ス
ト
リ
ッ
カ
ー
議
長
が
実

際
に
現
場
を
視
察
し
た
い
と
の
意

向
を
示
し
て
い
た
こ
と
か
ら
実
施

し
た
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
震
災
時
の
状
況
に
つ

い
て
説
明
し
た
ほ
か
、
震
災
後
に

安
全
対
策
と
し
て
設
置
し
た
防
潮

堤
や
送
水
車
（
代
替
海
水
ポ
ン

　

2
月
7
日
、
世
界
原
子
力
発
電

事
業
者
協
会
（
通
称
W
A
N
O
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

 

）
の
ス
ト
リ
ッ
カ
ー
議

長
（
当
時
）
が
女
川
原
子
力
発
電

所
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

W
A
N
O
は
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ

リ
原
子
力
発
電
所
の
事
故
を
契
機

と
し
て
、
原
子
力
発
電
事
業
者
が

相
互
に
情
報
交
換
や
技
術
支
援
を

行
い
、
原
子
力
発
電
所
の
安
全
性

や
信
頼
性
を
最
大
限
に
高
め
る
こ

と
を
目
的
に
1
9
8
9
年
に
設
立

さ
れ
た
国
際
的
な
民
間
組
織
で
、

発電所の状況について説明を受けるストリッカー議長（上・左から2人目）と
渡部原子力部長（上・右），発電所員を対象に訓話を行うストリッカー議長（下）

し
い
原
子
力
安
全
の
探
求
と
技
術

倫
理
の
実
践
論
」
と
題
し
た
講
演

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、大
場
氏
か
ら
は
、東
日
本

大
震
災
後
に
自
身
の
マ
マ
友
達
と

展
開
し
て
き
た
放
射
線
に
関
す
る

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
も

と
に
、「
社
会
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
れ
る
技
術
者
に
な
る

た
め
に
～
放
射
線
対
話
実
践
を
踏

ま
え
て
～
」
と
題
し
た
講
演
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。大
場
氏
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
際

は
、
相
手
を
で
き
る
だ
け
知
ろ
う

と
し
、
相
手
が
ど
ん
な
目
的
を
達

成
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
を
真

剣
に
考
え
、
お
互
い
の
「
目
的
合

わ
せ
」
を
行
う
こ
と
の
重
要
性
に

つ
い
て
強
調
し
ま
し
た
。

　

講
演
後
、
出
席
者
全
員
参
加
に

よ
る
討
論
を
行
い
、「
安
全
に
対

す
る
気
持
ち
を
活
発
化
す
る
方
法

論
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
」「
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
際
は
ど
う

い
う
態
度
・
論
理
で
対
応
す
る
べ

き
か
」
な
ど
、
出
席
者
が
日
々
身

近
に
感
じ
て
い
る
悩
み
や
疑
問
な

ど
に
対
し
、
両
氏
か
ら
丁
寧
な
助

言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

2
月
8
日
、「
原
子
力
の
あ
り

方
に
関
す
る
有
識
者
会
議
」
の
座

長
を
務
め
る
北
村
正
晴
氏
（
東
北

大
学
名
誉
教
授
）
お
よ
び
原
子
力

学
会
倫
理
委
員
会
の
委
員
長
を
務

め
る
大
場
恭
子
氏
（
東
京
工
業
大

学
特
任
准
教
授
）を
講
師
に
招
き
、

技
術
倫
理
に
関
す
る
講
演
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

北
村
氏
は
、
原
子
力
技
術
の
専

門
家
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
長

年
、
立
地
地
域
に
お
け
る
地
道
な

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
継

続
し
て
い
ま
す
。
当
日
は
、「
新

講演会終了後の全体討論の様子

10 2013.03

世
界
原
子
力
事
業
者
協
会（
W
A
N
O
）

ス
ト
リ
ッ
カ
ー
議
長
が
女
川
原
子
力
発
電
所
を
視
察

原
子
力
に
関
す
る
技
術
倫
理
講
演
会
を
開
催

W
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3
月
1
日
、
臨
時
人
事
異
動
が

発
令
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
新
規
役
付
登
用
22
人

を
含
め
た
管
理
職
異
動
が
1
6
1

人
、
一
般
職
異
動
が
3
2
5
人
、

合
わ
せ
て
4
8
6
人
の
異
動
を
行

い
ま
し
た
。

　

今
回
の
臨
時
異
動
の
発
令
数

は
、
左
記
の
と
お
り
で
す
。

■異動発令数

特  別  管  理  職

一  般  管  理  職・専  門  指  導  職

計

一　般　職

合　　   計

51人

110人

161人

325人

486人

役

　付

発 令 数

を
行
い
ま
し
た
。

　

本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
原
子
力

発
電
所
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て

発
表
お
よ
び
意
見
交
換
を
行
う
こ

と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
、
今
回

が
8
回
目
の
開
催
と
な
り
ま
す
。

　

当
日
は
国
際
機
関
、政
府
機
関
、

電
力
会
社
、
メ
ー
カ
ー
な
ど
世
界

各
国
か
ら
約
1
0
0
人
の
関
係
者

が
出
席
し
、
世
界
の
原
子

力
発
電
所
の
さ
ら
な
る
安

全
性
の
向
上
に
向
け
、
活

発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、
女
川
原
子

力
発
電
所
が
震
源
に
最
も

近
い
原
子
力
発
電
所
で
あ

り
な
が
ら
全
3
基
が
安
全

停
止
し
た
こ
と
、
敷
地
の

高
さ
を
14
・
8
メ
ー
ト
ル

と
し
た
経
緯
や
津
波
評
価

の
見
直
し
に
伴
っ
て
補
強

を
行
っ
て
き
た
こ
と
な
ど

を
紹
介
。
参
加
者
か
ら
は

「
女
川
の
よ
う
な
過
去
に

学
ぶ
姿
勢
と
、
そ
れ
を
維

持
す
る
安
全
文
化
は
重
要

で
あ
る
」
な
ど
の
発
言
が

あ
り
ま
し
た
。

　

1
月
23
日
、
米
国
フ
ロ
リ
ダ
州

オ
ー
ラ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
た
ノ
ー

ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
州
立
大
学
主
催
国

際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
、
東
日
本
大

震
災
時
の
女
川
原
子
力
発
電
所
の

状
況
、
そ
の
後
の
点
検
状
況
お
よ

び
さ
ら
な
る
安
全
対
策
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
、
女
川
原
子
力
発
電

所
の
若
林
技
術
統
括
部
長
が
講
演

女川原子力発電所の状況について講演を行う若林部長

学
に
関
す
る
技
術
図
書
で
は
、
原

子
力
発
電
所
を
対
象
と
し
た
古
い

時
代
の
地
震
・
津
波
調
査
の
考
え

方
や
手
法
を
紹
介
す
る
と
と
も

に
、
そ
れ
ら
の
具
体
的
な
適
用
事

例
が
紹
介
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

土
木
建
築
部
で
は
、
I
A
E
A

か
ら
の
執
筆
依
頼
を
受
け
、
原
子

力
安
全
基
盤
機
構
（
J
N
E
S
）

な
ど
と
協
力
し
な
が
ら
、
東
日
本

大
震
災
に
も
耐
え
る
こ
と
が
で
き

た
耐
震
・
津
波
対
策
の
成
功
事
例

と
い
え
る
女
川
原
子
力
発
電
所
な

ど
に
関
す
る
執
筆
作
業
を
進
め
て

お
り
、
今
回
の
会
議
で
当
社
の
執

筆
内
容
が
お
お
む
ね
了
承
さ
れ
ま

し
た
。

　

本
技
術
図
書
は
、
今
後
、
諸
手

続
き
を
経
て
、
平
成
26
年
以
降
に

出
版
さ
れ
る
見
通
し
で
す
。

　

1
月
22
日
か
ら
23
日
に
か
け

て
、
国
際
原
子
力
機
関
（
I
A
E

A
）
の
技
術
図
書
（
I
A
E
A
安

全
基
準
を
補
完
す
る
図
書
の
一
つ

と
し
て
、
最
新
の
技
術
的
知
見
を

ま
と
め
た
も
の
）
に
関
す
る
会
議

が
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ウ
ィ
ー
ン
の

I
A
E
A
本
部
で
開
催
さ
れ
、
土

木
建
築
部
の
平
田
副
長
と
伊
藤
担

当
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

I
A
E
A
で
は
、
新
た
に
原
子

力
発
電
を
導
入
す
る
国
に
対
し

て
、
最
新
の
知
見
に
関
す
る
情
報

を
提
供
す
る
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま

な
技
術
図
書
を
出
版
し
て
い
ま

す
。
現
在
制
作
し
て
い
る
古
地
震

IAEA 技術図書の会議に出席した平田副長（右端）と伊藤担当
（左端）［写真：IAEA提供］

当社の執筆内容
①古地震調査の具体的事例として，女川原子力発
　電所に関する活断層調査，歴史地震の文献調査，
　地震動評価（尾形土木建築部副長・伊藤担当）

②古津波調査の具体的事例として，女川原子力発
　電所の津波評価のために実施した869年（貞観11
　年）の津波痕跡調査（日本で初めての貞観津波の
　痕跡調査）の事例。東通原子力発電所関係として，
　津波によって形成されたとの伝承がある下北半島
　の「埋没ヒバ林」の成因調査（平田副長）

当
社
の
執
筆
内
容

①
古
地
震
調
査
の
具
体
的
事
例
と
し

て
、女
川
原
子
力
発
電
所
に
関
す
る
活

断
層
調
査
、歴
史
地
震
の
文
献
調
査
、

地
震
動
評
価（
尾
形
副
長
・
伊
藤
担

当
）

②
古
津
波
調
査
の
具
体
的
事
例
と
し

て
、女
川
原
子
力
発
電
所
の
津
波
評
価

の
た
め
に
実
施
し
た
８
６
９
年（
貞
観

１１
年
）の
津
波
痕
跡
調
査（
日
本
で
初

め
て
の
貞
観
津
波
の
痕
跡
調
査
）の
事

例
。東
通
原
子
力
発
電
所
関
係
と
し

て
、津
波
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
と
の
伝

承
が
あ
る
下
北
半
島
の「
埋
没
ヒ
バ
林
」

の
成
因
調
査（
平
田
副
長
）

112013.03

平
成
25
年
3
月

臨
時
異
動
を
発
令

女
川
原
子
力
発
電
所
の
状
況
に
つ
い
て
米
国
で
講
演

土
木
建
築
部

I
A
E
A
技
術
図
書
に

執
筆
協
力
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対
策
を
講
じ
た
原
子
力
発
電
所
の

再
稼
働
が
必
要
。中
長
期
的
に
は
、

原
子
力
発
電
を
含
め
た
現
実
的
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
策
定
・
実
行

し
て
ほ
し
い
」
と
訴
え
ま
し
た
。

ま
た
、
国
際
リ
ニ
ア
コ
ラ
イ
ダ
ー

（
I
L
C
）に
つ
い
て
「
東
北
が
震

災
か
ら
復
興
す
る
象
徴
的
な
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、
誘
致
を
実

現
し
た
い
。
東
北
が
一
体
と
な
っ

て
機
運
を
盛
り
上
げ
る
こ
と
が
必

要
」
と
述
べ
、
国
会
議
員
に
強
力

な
支
援
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
懇
談
で
は
、
国
会

議
員
よ
り
震
災
か
ら
の
復
興
や

I
L
C
誘
致
に
関
し
て
力
強
い
言

葉
を
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
参
加

者
同
士
に
よ
る
活
発
な
意
見
交
換

が
行
わ
れ
る
な
ど
、
盛
会
裏
に
終

了
し
ま
し
た
。

　

2
月
6
日
、（
社
）東
北
経
済
連

合
会（
会
長
・
高
橋
当
社
会
長
）は
、

国
の
諸
施
策
や
東
北
地
域
を
取
り

巻
く
経
済
状
況
な
ど
に
つ
い
て
意

見
交
換
を
行
う
「
東
北
7
県
国
会

議
員
と
東
経
連
の
集
い
」
を
東
京

都
内
で
開
催
し
、
東
北
7
県
選
出

の
国
会
議
員
約
50
人
と
東
経
連
会

員
約
1
8
0
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
高
橋
会
長

は
、震
災
復
興
に
つ
い
て「
震
災
か

ら
2
年
近
く
経
過
し
た
が
、
現
在

も
土
地
の
か
さ
上
げ
や
住
宅
の
高

台
移
転
な
ど
は
進
ん
で
い
な
い
。

安
倍
内
閣
は
諸
施
策
を
さ
ら
に
ス

ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
推
進
し
、
復

旧
・
復
興
、福
島
の
再
生
が
加
速
す

る
こ
と
を
強
く
願
っ
て
い
る
」と

述
べ
る
と
と
も
に
、エ
ネ
ル
ギ
ー

問
題
に
つ
い
て「
足
元
で
は
、安
全

懇談する高橋会長（上右），小野寺防衛大
臣（上中），瀬谷東経連副会長（上左），懇
談する高橋会長（下右），瀬谷東経連副会
長（下中），森内閣府特命担当大臣（下左）

　

2
月
25
日
、
当
社
は
平
成
26
年

度
採
用
計
画
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

当
社
で
は
、
極
め
て
厳
し
い
経

営
環
境
を
踏
ま
え
、
電
力
の
安
定

供
給
、
技
術
・
技
能
の
継
承
に
必

要
な
人
員
の
確
保
を
図
り
つ
つ
、

人
件
費
全
般
に
お
い
て
も
さ
ら
な

る
効
率
化
に
取
り
組
ん
で
い
く
観

点
か
ら
、
平
成
25
年
度
以
降
採
用

数
を
抑
制
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
採
用
数
に
つ
い
て

は
、
採
用
抑
制
前
の
過
去
3
カ
年

度
（
平
成
22
～
24
年
度
）
平
均
比

38
％
減
と
な
る
2
2
0
人
と
し
ま

し
た
。

■平成26年度採用計画の内訳

※高専には，技術系の「短大・専門学校」を含む。

大学・大学院

高専・高校

合　計

25人

25人

50人

55人

115人

170人

80人

140人

220人

事　務

年　度

採用数 526人 511人 392人 346人 321人 221人

平成
20年度

平成
21年度

平成
22年度

平成
23年度

平成
24年度

平成
25年度
（内定）

技　術 合　計

〈参考：採用数の推移〉

高
度
化
な
ど
が
期
待
さ
れ
る
。
そ

の
波
及
効
果
は
岩
手
県
の
み
な
ら

ず
東
北
全
体
に
広
が
る
こ
と
が
考

え
ら
れ
る
。今
年
の
夏
ご
ろ
に
は
、

国
内
の
候
補
地
が
一
本
化
さ
れ
る

見
通
し
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
が

正
念
場
。
そ
の
た
め
、
東
経
連
で

は
I
L
C
を
最
重
要
案
件
と
し
て

東
北
各
県
で
講
演
会
を
開
催
す
る

な
ど
、
精
力
的
に
取
り
組
ん
で
い

る
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、（
株
）資
源
・
食
糧
問

題
研
究
所
代
表
の
柴
田
明
夫
氏
に

よ
る「
食
糧
危
機
に
備
え
る 

─
日

米
農
業
の
課
題
─
」
と
題
し
た
講

演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

2
月
22
日
、（
社
）東
北
経
済
連

合
会（
会
長
・
高
橋
当
社
会
長
）は
、 

岩
手
県
商
工
会
議
所
連
合
会
と
共

に「
東
経
連
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
岩
手
」

を
盛
岡
市
内
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

高
橋
会
長
は
あ
い
さ
つ
の
中

で
、
東
北
の
観
光
振
興
や
エ
ネ
ル

ギ
ー
問
題
に
触
れ
る
と
と
も
に
、

岩
手
県
を
は
じ
め
と
す
る
産
学
官

で
推
進
し
て
い
る
国
際
リ
ニ
ア
コ

ラ
イ
ダ
ー
（
I
L
C
）
に
関
し
て
、

「
北
上
へ
の
誘
致
が
実
現
す
れ
ば
、

国
際
研
究
学
術
都
市
が
東
北
の
地

に
形
成
さ
れ
、
先
端
技
術
か
ら
派

生
す
る
新
た
な
技
術
を
利
用
し
た

新
事
業
の
創
生
、
集
積
や
産
業
の

あいさつする高橋会長（上），フォーラム終了後の懇談の様子（下・
右から元持東経連副会長，高橋会長，柴田氏，達増岩手県知事）

12 2013.03

「
東
北
7
県
国
会
議
員
と
東
経
連
の
集
い
」を
開
催

平
成
26
年
度

採
用
計
画

「
東
経
連
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
岩
手
」を
開
催
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ボーリング調査箇所

断層

掘削 掘削
断層 断層

固結状況確認 固結状況確認

50
0
-50
-100
-150
-200
-250
-300

原
子
力
規
制
委
員
会

（
有
識
者
）

評
価
会
合
と
し
て
の

評
価
書
取
り
ま
と
め

規
制
委
員
会
と
し
て
の
最
終
評
価

追
加
調
査

最
終
取
り
ま
と
め

ピアレビュー

第4回評価会合

追
加
調
査

平
成
25
年
2
月
18
日

平
成
25
年
2
月
19
日
〜

平
成
25
年
12
月（
予
定
）

第
3
回
評
価
会
合当

　社

　2月18日，原子力規制委員会の「東通原子力発電所敷地内破砕帯の調査に関する有識者会合」の第3回評価会合が開催
され，有識者からは「活断層である可能性を否定できない」とまとめられた評価書案が示されました。
　今回の評価会合には当社も出席し，「敷地内断層に活動性はない」との見解を主張しましたが，出席の要請が直前であり，評
価書案についても席上で初めて見ることとなりました。そのため，今後，有意義な議論ができるよう，評価会合の運営方法への配
慮をお願いしました。

　当社では，東通原子力発電所敷地内断層の活動性や構造を確認するための追加地質調査を昨年7月から行ってきました。
今般，評価会合におけるさまざまなご意見を踏まえ，敷地内断層の活動性や構造をより詳細に確認するため，新たにボーリング調
査や水平掘削面調査を行うこととし，2月18日に原子力規制委員会へ「敷地内断層の活動性等の評価に係る追加地質調査」
の計画変更について報告し，2月19日からボーリング調査を開始しました。
　今後，今年12月を目途に最終的な評価結果を取りまとめる予定です。

これまでの調査でも,断層の破砕部（断層のずれにより岩盤が細かく割
れて砕けた部分）が固結・岩石化していることを隣接する東京電力の敷
地内などで確認していますが，新たなボーリング調査により，当社敷地内
についても広く状況を確認します

　評価会合では，今回出された意見などを評
価書案へ反映するとともに，今後，他の専門家
から評価書案への意見を聞くピアレビューを行
うことが示されました。また，当社も参加した上で
第4回評価会合を開催し，その後に評価書を取
りまとめることも示されました。
　なお，ピアレビューの実施方法や次回の評価
会合の日程については，今後調整されることとな
ります。

断層の直上を段階的に掘り下げ，その都度，地質状態の詳細な観察な
どを行います

●現在までに得られたデータ等をもとに「東北電力東通原子力発電所敷地内断層については，耐震設計上考慮す
べき活断層である可能性を否定できない」旨判断できる

●今後，新たな知見が得られた場合，必要があれば，これを見直すこともあり得るが,その際には，追加調査等によっ
て「活断層である可能性を否定する」客観的なデータを揃えること等が必要

●敷地内断層が活断層である可能性を考慮し，これらの断層が活動した際に生じる地震動及び地表変位に対する
評価を行うことが必要

●現在までに東北電力が実施してきた地質調査では，敷地及びその近傍における断層の分布状況，活動性等につ
いて，詳細を把握するには不十分なものであることから，今後，敷地内全域における敷地内断層の詳細な検討，
また敷地内断層と敷地周辺の断層との関連性の検討を行うとともに，さらに，より広域的な地域を対象とした地
質・地質構造調査を行うことが必要

東通原子力発電所の敷地内断層調査
－第3回評価会合と追加調査の概要－

第3回評価会合で示された評価書案の概要

さらなる追加地質調査を実施

今後の工程

〈ボーリング調査〉 〈水平掘削面調査〉

132013.03
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参照作成！

〈留意ポイント〉　　    
「参照作成」では，発信先，関係者がコピーされる
ので，起案時に再確認して発信してください！

カテゴリ分類例
（総務部門）

検索！

WINGコミュニケーション

ハ ン ズ

〈通知依頼文書を例として〉
①既存文書を検索する
　・区分（通知・依頼など），業務のキーワード，分類などから活用したい文書を検索します。
   （下図は，件名に「WINGコミュニケーション」を含む文書を検索する場合の例） 

②既存文書を活用して社内文書を作成する
　・検索した文書を開いて，「参照作成」をクリックします。
　・件名，本文，発信先などを適宜修正し，文書を作成します。

「通知依頼文書」で受信した文書を業務ごとにカテゴ
リ分類して保管することができます。
※具体的な操作方法は，H.A.N.D.S.トップページ「操作ガイド」より
　「通知依頼文書」でキーワード検索してください。

～情報共有・電子化促進で効率アップ！～

〈情報通信部〉

第2回
Let’s! H.A.N.D.S.

　第2回は，「参照作成」機能について紹介します。参照作成とは，「お知らせ」「通知依頼文書」「電子台帳」
「簡易ワークフロー」の既存文書を基に効率的に文書を作成できる機能です。

H.A.N.D.S.の「参照作成」機能で文書作成時間を短縮しよう

「参照作成」の利用手順

トピックス
カテゴリ設定で電子ファイリング

14 2013.03
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●6/22 秋田火力発電所5号機 営業運転開始
●6/26 原町火力線復旧（6/28 使用開始）
●6月 環境月間 平成24年度「ecoオフィス」活動
●7/2 八戸火力発電所5号機 営業運転開始
●7/3 総合研修センター専門部第28期生入学式

（東日本大震災後初めて）

●7/24～26 配電部門7支店合同技能訓練
●7/30～8/9 IAEA派遣団が女川原子力発電所の東日本大震災による影響を調査
●9/10 第3回大規模災害対策防災会議
●9/19 第128回永年勤続者感謝状贈呈式

8

9

10

 11

12

13

14

15

16

●4/10 第127回永年勤続者感謝状贈呈式
●5/17 津軽発電所新設工事起工式
●5/25 仙台太陽光発電所 営業運転開始
●6/21 東新潟火力発電所5号機 営業運転開始

4

5

6

7

●4/2 入社式 320人が入社
●4/3～6 発達した低気圧により延べ57万6,253戸の停電発生
●4/5 火力技術訓練センターが開所

（9/13 保修業務の火力技術競技大会を初めて開催）　

1

2

3

写真で振り返る
平成24年度

1

4

6

2

8910

13

1112

14

15

16

3

5

7

写真で振り返る平成24年度（上期）

152013.03
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●6/22 秋田火力発電所5号機 営業運転開始
●6/26 原町火力線復旧（6/28 使用開始）
●6月 環境月間 平成24年度「ecoオフィス」活動
●7/2 八戸火力発電所5号機 営業運転開始
●7/3 総合研修センター専門部第28期生入学式

（東日本大震災後初めて）

●7/24～26 配電部門7支店合同技能訓練
●7/30～8/9 IAEA派遣団が女川原子力発電所の東日本大震災による影響を調査
●9/10 第3回大規模災害対策防災会議
●9/19 第128回永年勤続者感謝状贈呈式

8
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 11

12
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14

15

16

●4/10 第127回永年勤続者感謝状贈呈式
●5/17 津軽発電所新設工事起工式
●5/25 仙台太陽光発電所 営業運転開始
●6/21 東新潟火力発電所5号機 営業運転開始

4

5

6

7

●4/2 入社式 320人が入社
●4/3～6 発達した低気圧により延べ57万6,253戸の停電発生
●4/5 火力技術訓練センターが開所

（9/13 保修業務の火力技術競技大会を初めて開催）　
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写真で振り返る
平成24年度

1

4
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2

8910

13

1112
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3

5

7

写真で振り返る平成24年度（上期）
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●1/25 豊実発電所 ランナ吊り込み式（1/30 発電機の回転子吊り込み式）
●2/5～10 福島支店「歳時記の郷　奥会津展」を東北電力グリーンプラザで開催
●2/14 経済産業大臣へ電気料金値上げに関わる電気供給約款の変更を申請
●3/11 東日本大震災2周年行事

●12/12 T‐Master制度 初めての認定証授与式
●12/13～14 「東通原子力発電所敷地内破砕帯の調査に関する

有識者会合」による現地調査の実施（12/20 第1回評価会合，
12/26 第2回評価会合，2/18 第3回評価会合）

●12/25 平成24年度社長表彰，社長表彰特別賞授与式（社長表彰：原町火力発電所，
社長表彰特別賞：送変電建設センター，福島支店用地センター，相双営業所）

●11/13 企業グループ経営会議
●11/27～28 平成24年度営業部門業務品質向上等に資する好事例発表会
●12/1～15 第38回中学生作文コンクール表彰式

最優秀賞「絆のレシピ」 仙台市立五橋中学校  佐藤怜美さん
●12/5 原子力のあり方に関する有識者会議 第2回会合

●10/13 新仙台火力発電所3号系列新設工事において，当社で初めて
建設するLNGタンク基礎部のコンクリート打設実施

●11/2 本店幹部・店所長合同会議
●11/ 3 原町火力発電所2号機 試運転開始（1/28 1号機試運転開始）
●11/7 平成24年度情報通信部門技能競技大会
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写真で振り返る平成24年度（下期）
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●1/25 豊実発電所 ランナ吊り込み式（1/30 発電機の回転子吊り込み式）
●2/5～10 福島支店「歳時記の郷　奥会津展」を東北電力グリーンプラザで開催
●2/14 経済産業大臣へ電気料金値上げに関わる電気供給約款の変更を申請
●3/11 東日本大震災2周年行事

●12/12 T‐Master制度 初めての認定証授与式
●12/13～14 「東通原子力発電所敷地内破砕帯の調査に関する

有識者会合」による現地調査の実施（12/20 第1回評価会合，
12/26 第2回評価会合，2/18 第3回評価会合）

●12/25 平成24年度社長表彰，社長表彰特別賞授与式（社長表彰：原町火力発電所，
社長表彰特別賞：送変電建設センター，福島支店用地センター，相双営業所）

●11/13 企業グループ経営会議
●11/27～28 平成24年度営業部門業務品質向上等に資する好事例発表会
●12/1～15 第38回中学生作文コンクール表彰式

最優秀賞「絆のレシピ」 仙台市立五橋中学校  佐藤怜美さん
●12/5 原子力のあり方に関する有識者会議 第2回会合

●10/13 新仙台火力発電所3号系列新設工事において，当社で初めて
建設するLNGタンク基礎部のコンクリート打設実施

●11/2 本店幹部・店所長合同会議
●11/ 3 原町火力発電所2号機 試運転開始（1/28 1号機試運転開始）
●11/7 平成24年度情報通信部門技能競技大会
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写真で振り返る平成24年度（下期）
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TOPICS
企画部，環境部，
広報・地域交流部，
原子力部，電源立地部

TOPICS

14,000

12,000

10,000

8,000

6,000

4,000

2,000

0

2,543

8,747

2,686
3,886

1,843
2,886

1,111

3,953
3,272

7,253

3,646

8,747

3,197

9,835

5,946

12,436

4,789
3,661 3,945

6,966

2,4492,895

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

（人） 平成23年度　　　平成24年度

　各店所におけるエネルギー対話DBなどを活用した社内勉強会は521回37,984人(平成25年1月末実績)となっています。
なお，エネルギー対話DBの運用を開始した11月～1月の社内勉強会の実績は，対前年同月比で参加者が2倍を超えています。

　各店所では,エネルギー対話ＤＢの登録資料を活用し,所員や委託検針・集金員,臨
時員を対象とした勉強会を定期的に実施しています。また,WINGコミュニケーション

「H.A.N.D.S.」を活用したエネルギー理解ツールの掲示や配信など,各店所工夫を凝らし
た手法による情報提供を行っています。

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

平成23年度 2,543 2,686 1,843 1,111 2,449 3,272 3,646 3,197   5,946 4,789 3,661 3,945

平成24年度 8,747 3,886 2,886 3,953 2,895 7,253 8,747 9,835 12,436 6,966 — —

「エネルギー対話データベース」
を活用した取り組み
　「エネルギー対話データベース」（以下，エネルギー対話DB）は，社員一人一人が，エネルギー対話DBに登録さ
れている資料を活用し,原子力やエネルギーに関する理解を深め，家族や親戚・知人などの身近な方々をはじめ，地
域・お客さまとのエネルギーに関する対話の実践を狙いとしています。
　当社は，2月14日に経済産業大臣へ電気料金の値上げに関わる電気供給約款の変更を申請しました。電力会
社に対する風当たりは一層厳しさを増す状況下にありますが，地域・お客さまに対しては，値上げ申請に至った経緯
や申請内容，省エネや節電に役立つ情報などを，社員一人一人が分かりやすく，かつ丁寧に説明を行うことで，お客
さまからご理解をいただけるように努めていくことが大切です。
　エネルギー対話DBが運用を開始して約4カ月が経過し，DBへのアクセス数は1万件を超えています。今後も
お客さまからの問い合わせや対話において，エネルギー対話DBを有効に活用していきましょう。
　ここでは，エネルギー対話DBを活用した各店所における社内勉強会などの取り組みをはじめ，エネルギー対話
DBの活用方法や登録されている資料の概要をあらためて紹介します。

【社内勉強会の開催実績】

■社内勉強会参加者数の推移

【各店所における取り組み】

◆新入社員エネルギー・コミュニケーション研修会

◆エネルギー理解ツールの配信

山形営業所 岩手支店 仙台営業所
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TOPICS
企画部，環境部，
広報・地域交流部，
原子力部，電源立地部

TOPICS

全社員向けＤＢ

電子台帳
一覧

エネルギー対話ＤＢ（全社員）

電子台帳

エネルギー対話
ＤＢ（全社員）

全店共有

▲

00 分類ルール

▲
01 エネルギー対話ＤＢ

▲

10 一件一葉資料編

▲

20 ハンドブック編

在来型石油の
採掘例

石油の
くみ上げ

ガスと
石油を
採取する

地下
2,000～
3,000m

高圧水と薬剤を
地下に送る

頁岩（シェール）に
水圧でひびを入れる

シェールガス＆
シェールオイルの
採掘例

ガス

石油（貯留岩）

頁岩（シェール）

水

※

石
油
は
岩
の
隙
間
に
あ
る

Q
A

　エネルギー対話DBには，主にエネルギー･コミュニケーション活動や重点層接触活動などを主体的に行っている社員向けの
「対応者向けDB」※と全社員が閲覧できる「全社員向けDB」の二つのDBをWINGコミュニケーション『H.A.N.D.S.』（電子台
帳）に登録しています。ここでは「全社員向けDB」の活用方法を紹介します。
※…原子力・エネルギー理解活動の対応者がプレゼンテーション資料などを作成できるよう編集削除可能なDB。

　登録されている資料は2種類あります。「一件一葉資料編」は，お客さまからの問い合わせに対して即応できる説明資料
でQA形式となっています。「ハンドブック編」は，全社員向けの学習用資料です。震災以降の当社を取り巻く状況について，

「原子力発電所の状況」や「エネルギー政策の動向」などのテーマごとにその概略をまとめています。

1．FAQ（よくある質問）
2．エネルギー概論
3．エネルギー政策（安全規制等も含む）
4．脱原子力による影響
5．原子力発電
6．東通原子力発電所の現状と
　 安全対策等
7．女川原子力発電所の現状と
　 安全対策等
8．国際エネルギー情勢
9．放射線の基礎知識

1．東日本大震災に伴う被災状況
2．主な発電所の運転状況
3．需給の状況
4．当社の経営状況
5．福島第一原子力発電所の事故
6．当社原子力発電所の状況
7．福島第一原子力発電所
　 事故後の原子力規制
8．東日本大震災以降のエネルギー政策

エネルギー対話DBに登録されている資料は，本店内に設置した「エネルギー対話DB運用ＷＧ」において管理し，必要に応じて更新を行います。

10．再生可能エネルギー
11．電気料金
12．電力システム改革
13．地球温暖化問題

   9．電気料金について
10．電気事業のかたち
11．当社管内の各県知事の発言（原子力関連）

※一件一葉資料編 :「⑧国際エネルギー情勢Q5-A抜粋」(シェールガス･オイル革命とは何か?)

　シェールガスは，新しいエネルギー源として国際的
に注目されている天然ガスの一種です。2000年代
初め，アメリカで技術進歩によって開発・事業化が成功
し，採掘量が飛躍的に伸びています。
　シェールガスは，世界各地で採掘できることや埋蔵
量が極めて大きいとされていること，化石燃料の中で
同じ発熱量に対するCO2排出量が少ないことが特徴
であり，今後のエネルギー地図を塗り替える「ガス革
命」を起こしているといわれています。

【エネルギー対話ＤＢの活用方法】

エネルギー対話ＤＢの登録資料

一件一葉資料編〈掲載項目〉 ハンドブック編〈掲載項目〉

参考 :東日本大震災以降の当社関連の主な出来事
参考 :データ編（当社の再生可能エネルギーの導入状況）

掲載資料の参考例

掲載資料の参考例

【エネルギー対話DBの活用場面（例）】
（例）取引会社などの方との対話場面

シェールガス・オイル革命とは何か？ 日本への意味合いは？

出典：エネルギー・フロントHP
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設立／昭和43年10月8日

本社／黒川郡大和町吉岡字石神沢34-1

取締役社長／守屋 美比古

事業内容

①電力量計，安全ブレーカ，タイムスイッチ，

　計器用変成器の製造，修理，販売

②発変電所配電盤の設計，据付，工事，試験，

　点検工事など

東北計器工業株式会社

「
チ
ャ
ン
ネ
ル
独
立
型
電
力
量
計

試
験
装
置
」
を
メ
ー
カ
ー
と
共
同

で
開
発
し
ま
し
た
。
本
装
置
は
、

業
界
初
の
電
気
回
路
方
式
を
考

案
・
導
入
し
、
異
機
種
の
電
力
量

計
も
独
立
し
て
試
験
を
行
う
こ
と

が
可
能
と
な
り
、
段
取
り
替
え
の

無
駄
、
手
待
ち
の
無
駄
が
排
除
で

き
、
現
在
特
許
出
願
中
で
す
。

　
さ
ら
に
は
、主
要
送
電
線
の
事
故
・

故
障
箇
所
を
知
ら
せ
る「
送
電
線

故
障
情
報
シ
ス
テ
ム（
F
A
S
T
）」

を
新
た
に
受
注
す
る
な
ど
、
自
社

の
み
な
ら
ず
東
北
電
力
の
業
務
効

率
化
に
も
つ
な
が
る
事
業
を
展
開

し
て
い
ま
す
。

　企
業
概
要

　

当
社
は
、
東
北
地
域
に
電
力
量

計
や
安
全
ブ
レ
ー
カ
な
ど
を
安
定

し
て
供
給
す
る
た
め
、
1
9
6
8

（
昭
和
43
）
年
10
月
に
東
北
電
力

と
国
内
大
手
計
器
メ
ー
カ
ー
で
あ

る
大
崎
電
気
工
業
（
株
）
と
の
提

携
の
下
、
全
国
初
の
製
造
修
理
を

一
貫
し
て
担
う
会
社
と
し
て
設
立

さ
れ
ま
し
た
。

　

電
力
量
計
、
安
全
ブ
レ
ー
カ
、

タ
イ
ム
ス
イ
ッ
チ
、
計
器
用
変
成

器
な
ど
の
製
造
と
修
理
を
主
業
務

と
し
、
東
北
電
力
の
発
・
変
電
所

お
よ
び
自
家
用
受
電
設
備
の
リ

レ
ー
試
験
、
仙
台
北
部
地
域
で
の

期
満
計
器
取
替
工
事
を
行
っ
て
い

ま
す
。ま
た
、証
明
用
計
器
・
太
陽

光
発
電
売
電
用
計
器
の
販
売
と
取

付
工
事
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
東
北
電
力
か
ら
の
受

託
業
務
と
し
て
、
計
器
類
資
材
お

よ
び
配
電
用
撤
去
資
材
の
受
払
管

理
、
宅
配
を
利
用
し
た
計
器
類
資

材
の
庫
出
入
管
理
（
計
器
諸
元
登

録
を
含
む
）
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

以
上
の
よ
う
に
当
社
で
は
、
東

北
電
力
で
取
り
扱
う
計
器
類
を

中
心
に
「
製
造
か
ら
配
送
、
撤
去

計
器
類
の
受
け
入
れ
、
修
理
、
再

配
送
」
と
い
う
計
器
サ
プ
ラ
イ
・

チ
ェ
ー
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を

担
っ
て
お
り
、「
品
質
」「
コ
ス
ト
」

「
技
術
力
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
事

業
を
進
め
て
い
ま
す
。

ト
ピ
ッ
ク
ス

　

当
社
で
は
、
こ
の
た
び
誘
導
形

電
力
量
計
の
修
理
品
に
つ
い
て
、

全
国
で
10
年
間
連
続
の
検
定
合
格

率
ト
ッ
プ
を
達
成
し
て
い
ま
す
。

平
成
15
年
よ
り
5
S
運
動
を
発

展
さ
せ
た
業
務
改
善
活
動
「
プ

リ
ッ
コ
Q
活
動（Productivity,

Lead T
im

e,C
ost,Q

uality

）」も

従
業
員
の
品
質
・
効
率
・
改
善
の

意
欲
・
意
識
を
根
付
か
せ
、
全
国

ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
品
質
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
当
社
で
は
電
気
計
測
技

術
を
最
大
限
応
用
・
活
用
し
た
事

業
を
展
開
し
て
お
り
、
最
近
で
は

FASTの設置作業の様子 電子計器製造工程の様子

　今回は，電気料金の算定に欠かせない
電力量計の製造を主業務とする東北計
器工業の方々にお話を伺いました。

電気の供給と
消費の接点に立ち,

時代のニーズに合わせた
製品開発に取り組む

LSに取り付けられた
FAST（磁界センサ）

鉄構に取り付けられた
FAST（装置本体）
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「
高
圧
計
器
マ
ル
チ
チ
ェ
ッ
カ
ー
」

の
開
発

　

当
社
で
は
、
低
圧
計
器
の
計
量

値
な
ど
の
お
問
い
合
わ
せ
に
対

応
す
る
た
め
、
現
地
で
計
器
の
動

作
確
認
を
行
う
こ
と
が
で
き
る

「
低
圧
計
器
チ
ェ
ッ
カ
ー
」
を
開

発
し
、
平
成
23
年
か
ら
販
売
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
高
圧
計
器
用
の
測
定
機

器
は
、
導
入
か
ら
20
年
近
く
が
経

過
し
、保
守
・
修
理
が
困
難
に
な
っ

て
い
た
た
め
「
高
圧
計
器
マ
ル
チ

チ
ェ
ッ
カ
ー
」を
開
発
し
ま
し
た
。

　

本
製
品
は
、
従
来
品
と
比
べ
大

幅
な
小
型
軽
量
化
、
低
価
格
化
を

実
現
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
計

器
交
換
時
の
一
時
的
な
計
量
の
代

替
、
計
量
結
果
の
モ
バ
イ
ル
プ
リ

ン
タ
で
の
出
力
、
計
器
と
の
接
続

に
よ
る
デ
ー
タ
取
得
と
い
っ
た
機

能
に
つ
い
て
も
導
入
し
、
高
圧
計

器
の
現
地
で
の
作
業
が
、
よ
り
迅

速
か
つ
容
易
に
行
う
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
本
製
品
は
、
平
成
24
年

か
ら
生
産
・
販
売
を
開
始
し
、
他

の
電
力
会
社
で
も
利
用
さ
れ
て

い
ま
す
。

「
無
停
電
取
替
工
具
」の

開
発

　

当
社
は
、
東
北
電
力
か
ら
の
相

談
を
受
け
、
計
器
の
交
換
作
業
を

無
停
電
で
行
う
こ
と
が
で
き
る

「
無
停
電
取
替
工
具
」
の
開
発
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

本
製
品
は
、
従
来
の
工
具
に
比

べ
て
作
業
性
が
向
上
す
る
ほ
か
、

誤
結
線
や
短
絡
を
防
止
す
る
機
能

に
よ
る
作
業
安
全
性
の
向
上
、
無

停
電
で
計
器
の
取
り
替
え
を
行
う

こ
と
が
で
き
る
た
め
、
作
業
者
側

が
工
事
の
計
画
を
立
て
や
す
く
な

る
こ
と
に
よ
る
効
率
性
の
向
上
な

ど
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

現
在
は
、
費
用
対
効
果
や
素
材

の
強
度
な
ど
を
検
討
し
て
お
り
、

今
年
の
夏
ご
ろ
の
出
荷
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

「
ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー
」へ
の

取
り
組
み

　

東
北
電
力
で
は
、
平
成
27
年
度

以
降
に
順
次
ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー

を
導
入
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、

現
在
は
、
製
品
の
仕
様
が
検
討
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

当
社
は
こ
れ
ま
で
、
次
世
代
型

計
器
の
開
発
や
製
造
設
備
の
検
討

を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
今
後
は

東
北
電
力
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
対

応
し
、
現
在
の
生
産
ラ
イ
ン
を
縮

小
し
な
が
ら
、
ス
マ
ー
ト
メ
ー

タ
ー
の
生
産
体
制
作
り
を
短
い
期

間
の
中
で
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
今
年

1
月
に
ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー
推
進

本
部
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

既
存
製
品
の
生
産
・
修
理
を
継

続
し
つ
つ
、
ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー

の
開
発
と
生
産
体
制
の
構
築
に
向

け
た
各
部
間
の
連
携
強
化
、
社
員

の
知
識
・
技
能
レ
ベ
ル
の
向

上
、
士
気
高
揚
に
努
め
て
い
き
た

い
と
考
え
ま
す
。

東北電力担当者より
お客さまとの大事な接点であるメーターの
品質・信頼性を共に向上していく

今回お話しを伺った（右から）千葉理事・生産技術部長，製造部の軽部副部長兼
生産計画グループマネージャー，技術開発部の吉田副主幹と阿部誠さん

高圧計器マルチチェッカーの外観

　当社管内には約670万台のメーター（電力量
計）が設置されています。このメーターの有効期限
は最長で10年と決められているため，配電部では毎
年膨大な数のメーター交換を行っています。撤去さ
れたメーターは東北計器工業で修理を行って，再度
10年間使えるメーターとなり，再びお客さまのもとへ
取り付けられます。この「修理サイクル」の形態を取
ることによって，メーター取替の大幅なコストダウン
が図られています。
　また，最近では遠隔検針実証試験や大口自動検
針において，メーター・通信端末の共同開発を行う
など，東北計器工業では自社が持つ計測技術を基
に，新しい計量関連業務に積極的に取り組まれて
います。
　今後，メーターの主流は円板式のものから，通信
機能を持ったデジタル式のスマートメーターへ移行
していくと思われますが，どんな形になったとしても,
ベースとなる正確な計量をすることに変わりはありま
せん。メーターはお客さまとの大事な接点です。トラ
ブル防止のため，今後も品質・信頼性の向上を目指
して，東北計器工業とともにメーター業務を進めて
いきたいと考えています。

電気の供給と
消費の接点に立ち,

時代のニーズに合わせた
製品開発に取り組む

配電部（配電技術） 半杭 直樹さん
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　基準日制度とは，会社が定めた特定の日に株主名簿に記
載されている株主に対して，一定の権利が認められる制度
のことをいいます（会社法124条１項）。言い換えると，会
社が定めた日に株主であれば，その後株式を売却してしま
ったとしても一定の権利が与えられます。権利の具体的な
例として，総会での議決権のほか，「配当」を受ける権利が
あります。当社では定款に3月31日および9月30日現在
の株主名簿に記載されている株主に対して，株主総会およ
び取締役会の決議により「配当」を行う旨を定めています。
　そのため震災前までは，3月末および9月末になると配
当を目的として当社株式が買われ，株価が上昇する傾向が
ありましたが，配当を見送っている平成23年度以降，こう
した傾向は見られなくなりました。
　当社は，先月14日に電気料金の改定申請をしました。申
請した総原価のうち「事業報酬」の中には，配当に充てるた
め原価分が含まれており，そのことがマスコミにも報道さ
れています。そのため,「値上げが実施されれば，配当が復
活する」という株主の期待が高まっています。申請後に開
催された株主懇談会のアンケートでは，今後，「配当」に期
待すると答えた株主が全体の3割を占め，昨年に比べ増加
しています。
　当社としては，震災以降，厳しい当社株式の状況におい
ても，事業運営を支えていただいている株主の期待に応
えるとともに，株式市場に震災からの復興を印象付けるメ
ッセージとする上でも，電気料金改定を一つの契機として，
株主・投資家の視点に立った魅力ある施策を打ち出してい
く必要があります。

販売電力量
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■電力需要について
　1月分の販売電力量は，78億2,100万kWh，対前年比103.7％の実
績となりました。大口電力における稼働減少の影響などがあるものの，前
年と比較して検針期間が長かったことや低気温による暖房需要の増加な
どから，11カ月連続で前年実績を上回りました。
【特定規模需要以外の需要（自由化対象以外のお客さま）】
　電灯は，前年と比較して検針日数が長かったことや低気温による暖房
需要の増加のほか，震災復興の動きもあり，対前年比107.8％の実績と
なり，6カ月連続で前年実績を上回りました。
　特定規模需要以外の需要の合計では，対前年比107.4％の実績とな
りました。
【特定規模需要（自由化対象のお客さま）】
　業務用電力は，東日本大震災による前年の落ち込みからの回復や低気
温による暖房需要の増加などにより，対前年比104.8％の実績となり，
11カ月連続で前年実績を上回りました。
　特定規模需要の合計では，対前年比100.7％の実績となりました。
　なお，産業用その他電力については，大口電力が大きなウエートを占め
ており，その概要は以下の参考のとおりです。
［参考］大口電力
　大口電力は，輸出関連企業を中心に稼働減少の動きがみられたことなど
から，対前年比97.6％の実績となり，3カ月連続で前年実績を下回りました。
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　東日本大震災により甚大な被害を受けた原町火力発電所は，復旧工事に当たって，当社，グループ企業，関係
会社，メーカーの垣根を越え，関係者が「チーム原町」として一体となった取り組みを重ねた結果，驚異的な復旧の
前倒しを果たしました。その原町火力発電所の復旧の歩みに関する今回の特集を制作する中で，「百万一心」と
いう言葉を思い出しました。この言葉は，分解すると「一日，一力，一心」と読めることから，一日一日，一人一人が力
を合わせ，心一つに協力して物事に当たれば何事も成し遂げられるということを意味しています。例え，一つ一つ
の力は小さくても，同じ思いを共有して集まれば，不可能を可能にするということを，原町火力発電所の復旧を通し
てあらためて思い知りました。
　さて，今月号の表紙。原町火力発電所とともに一羽のカモメが写っています。このカモメが，何だか誇らしげに空
を舞っているように見えるのは，私だけでしょうか。

広報・地域交流部（広報・交流企画）秋山  保安.910-3027，w010051東北電力社誌「ブリッジ」
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斎藤 保安.910-3023，w060177

都合のよい日時を選んで，
ぜひご覧ください。

お問い合わせは，下記の担当者まで
お気軽にどうぞ。

ご意見・ご感想・情報提供なども
　お待ちしています。
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長い間ありがとうございました
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　基準日制度とは，会社が定めた特定の日に株主名簿に記
載されている株主に対して，一定の権利が認められる制度
のことをいいます（会社法124条１項）。言い換えると，会
社が定めた日に株主であれば，その後株式を売却してしま
ったとしても一定の権利が与えられます。権利の具体的な
例として，総会での議決権のほか，「配当」を受ける権利が
あります。当社では定款に3月31日および9月30日現在
の株主名簿に記載されている株主に対して，株主総会およ
び取締役会の決議により「配当」を行う旨を定めています。
　そのため震災前までは，3月末および9月末になると配
当を目的として当社株式が買われ，株価が上昇する傾向が
ありましたが，配当を見送っている平成23年度以降，こう
した傾向は見られなくなりました。
　当社は，先月14日に電気料金の改定申請をしました。申
請した総原価のうち「事業報酬」の中には，配当に充てるた
め原価分が含まれており，そのことがマスコミにも報道さ
れています。そのため,「値上げが実施されれば，配当が復
活する」という株主の期待が高まっています。申請後に開
催された株主懇談会のアンケートでは，今後，「配当」に期
待すると答えた株主が全体の3割を占め，昨年に比べ増加
しています。
　当社としては，震災以降，厳しい当社株式の状況におい
ても，事業運営を支えていただいている株主の期待に応
えるとともに，株式市場に震災からの復興を印象付けるメ
ッセージとする上でも，電気料金改定を一つの契機として，
株主・投資家の視点に立った魅力ある施策を打ち出してい
く必要があります。
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■電力需要について
　1月分の販売電力量は，78億2,100万kWh，対前年比103.7％の実
績となりました。大口電力における稼働減少の影響などがあるものの，前
年と比較して検針期間が長かったことや低気温による暖房需要の増加な
どから，11カ月連続で前年実績を上回りました。
【特定規模需要以外の需要（自由化対象以外のお客さま）】
　電灯は，前年と比較して検針日数が長かったことや低気温による暖房
需要の増加のほか，震災復興の動きもあり，対前年比107.8％の実績と
なり，6カ月連続で前年実績を上回りました。
　特定規模需要以外の需要の合計では，対前年比107.4％の実績とな
りました。
【特定規模需要（自由化対象のお客さま）】
　業務用電力は，東日本大震災による前年の落ち込みからの回復や低気
温による暖房需要の増加などにより，対前年比104.8％の実績となり，
11カ月連続で前年実績を上回りました。
　特定規模需要の合計では，対前年比100.7％の実績となりました。
　なお，産業用その他電力については，大口電力が大きなウエートを占め
ており，その概要は以下の参考のとおりです。
［参考］大口電力
　大口電力は，輸出関連企業を中心に稼働減少の動きがみられたことなど
から，対前年比97.6％の実績となり，3カ月連続で前年実績を下回りました。
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　東日本大震災により甚大な被害を受けた原町火力発電所は，復旧工事に当たって，当社，グループ企業，関係
会社，メーカーの垣根を越え，関係者が「チーム原町」として一体となった取り組みを重ねた結果，驚異的な復旧の
前倒しを果たしました。その原町火力発電所の復旧の歩みに関する今回の特集を制作する中で，「百万一心」と
いう言葉を思い出しました。この言葉は，分解すると「一日，一力，一心」と読めることから，一日一日，一人一人が力
を合わせ，心一つに協力して物事に当たれば何事も成し遂げられるということを意味しています。例え，一つ一つ
の力は小さくても，同じ思いを共有して集まれば，不可能を可能にするということを，原町火力発電所の復旧を通し
てあらためて思い知りました。
　さて，今月号の表紙。原町火力発電所とともに一羽のカモメが写っています。このカモメが，何だか誇らしげに空
を舞っているように見えるのは，私だけでしょうか。

広報・地域交流部（広報・交流企画）秋山  保安.910-3027，w010051東北電力社誌「ブリッジ」

32013
March Vol.632

編 集 後 記

放送時間
9時，10時，12時，
12時40分，
13時10分，17時，
17時30分

広報・地域交流部（広報・交流企画）
斎藤 保安.910-3023，w060177

都合のよい日時を選んで，
ぜひご覧ください。

お問い合わせは，下記の担当者まで
お気軽にどうぞ。
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観光で応援
地域の振興，地域との交流

観光4時間コース
Sta
rt

　真言宗智山派の寺院・最勝院の境内に
立つ，高さ31.2m
の五層の建造物
です。津軽統一
の際に戦乱で亡
くなった人 を々供
養するため，弘前
藩3代の津軽信
義が建立したと
されており，国指
定重要文化財に
なっています。

「東北一の美塔」と
たたえられる五重塔

最勝院五重塔

　高さ10m，幅8mの超大型ねぷたをはじめ，
大小さまざまなねぷたや津軽の民工芸品が
展示されている観光施設です。津軽三味線
演奏などの各種体験コーナーに加え，県内
の特産品・お土産品などを販売するショッピ
ングエリアもあります。

津軽の魅力をまるごと体験

津軽藩ねぷた村

　市制100周年を
記念し，1990（平成
2）年に建設されま
した。敷地内には，市立観光館をはじめ山車展示館，市立図書
館，郷土文学館，旧市立図書館などが立ち並び，弘前市の観
光・文化の拠点として親しまれています。

弘前の観光と
文化の拠点

追手門広場

　りんごの名産地として有名な弘前市は，古く
からコーヒーの文化が育まれた地域でもあり
ました。江戸時代後期,幕命で蝦夷地の警備
に赴いた弘前藩士が薬としてコーヒーを飲ん
でいたとの記録もあり，当時の「藩士の珈琲」
を提供するお店のガイドマップも作られていま
す。訪れた際には，歴史と趣のある一杯を探し
てみるのはいかがでしょう。

お帰りの際には…

　弘前藩2代・津軽信枚（のぶ
ひら）が1611（慶長15）年に築
城しました。1811（文化8）年に
再建された天守閣は，本丸側
と堀側の意匠が異なる珍しい
形式で，現存する櫓3棟，城門5
棟とともに，国の重要文化財に
指定されています。周辺の城
跡は公園として開放されてお
り、桜の名所としても有名です。

藩政時代の
栄華を今に伝える

弘前城

徒歩で10分
約0.6km

徒歩で14分
約0.8km
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今回は，世界遺産白神山地の玄関口，

青森県の南西部に位置し，津軽地方の

中心都市として発展を続ける弘前市の

観光モデルコースを紹介します！
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